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研究成果の概要（和文）：我々は被災地環境がエコー所見に及ぼす影響を評価するため，津波被災地において深
部静脈血栓症（DVT）検出を目的とした下肢静脈エコーと止血機能検査を実施した．期間中の被検者のDVT検出率
は年毎に上昇した（発災後2-5年）．ヒラメ静脈拡張所見はDVT検出とDVT持続の独立した危険因子であった．DVT
持続群は消失群やDVT陰性群と比較してD-dimer値が有意に高値であった．被検者の脂質異常症有病率は年毎に増
加し，最終年ではDVT陽性群でprothrombin activator inhibitor-1の有意な上昇を認めた．以上より環境がもた
らす被災生活の変化はエコー所見に影響を及ぼした可能性がある．

研究成果の概要（英文）：In order to evaluate the influence of disaster area environment on echogenic
 findings, we conducted a lower extremity venous echo and hemostasis function test for the detection
 of deep vein thrombosis (DVT) in the afflicted area of the tsunami. The DVT detection rate of the 
subject during the period increased every year (2 - 5 years after the disaster). Flatfold vein 
dilatation findings were independent risk factors for DVT detection and persistence of DVT. In the 
DVT duration group, the D-dimer value was significantly higher than that of the lost group and the 
DVT negative group. The subjects who had dyslipidemia increased yearly, and in the final year, the 
prothrombin activator inhibitor - 1 was found to be significantly elevated in the DVT positive 
group. From the above, there is a possibility that the ecological findings have been influenced by 
changes in the afflicted life caused by the environment.

研究分野：災害医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2004 年に発生した中越地震の被災者から
急性肺塞栓症（acute pulmonary embolism：
以下 APE）例が多数報告されたことにより，
APE の塞栓源である下肢深部静脈血栓症
（deep vein thrombus:以下 DVT）の集団検診
が実施されるようになった．その結果，特に
避難所で集団生活を送った被災者において
DVT が高率に検出されることが報告され，同
様の結果は能登半島地震（2007 年），中越沖
地震（2007 年），岩手宮城内陸地震（2008
年），東日本大震災（2011 年）でも確認され
た．一方で，一般住民における DVT の発症率
や自然経過には不明点が多い． 
 
２．研究の目的 
 東日本大震災や中越地震の被災地調査で
は，避難所等で集団生活を送った被災者に
DVT が高率に検出されており，その検出には
下 肢 静 脈 エ コ ー （ lower limb 
ultrasonography:以下 LUS）が有効とされて
いる．本研究では震災被災地及び対照地にお
いて LUS と止血機能検査（血液凝固線溶機能
検査）による集団検診を実施し，被験者の環
境因子に関するアンケート調査を実施して，
被災環境がLUS所見と凝固線溶機能に及ぼす
影響を検討した． 
 
３．研究の方法 
 東日本大震災被災地である宮城県亘理郡 2
町（亘理町，山元町）の仮設住宅団地におい
て LUS を用いた DVT 健診を実施し，被検者の
同意を得て採血検査とアンケート調査（問
診）を実施した．止血機能検査では D-dimer
と Prothrombin activator inhibitor-1
（PAI-1，2015 年のみ）を検査し，LUS 所見
と比較した．またアンケート調査と止血機能
検査を LUS 所見と比較した．DVT の背景因子
を確認するため，希望する被検者に対し心エ
コー検査も並行して実施した．実施期間は
2012 年から年 1回実施し，4年間で対象者は
延べ 1,113 名に達した（表１）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究では発災 18 か月目（第 1 回，2012
年），30 か月目（第 2 回，2013 年），44 か月

目（第 3 回，2014 年），55 か月目（第 4 回，
2015 年）にそれぞれ LUS を中心とした DVT 集
団検診を実施した．第 1～3 回までは仮設住
宅団地内を中心に実施し，第 4回は仮設住宅
団地が大幅に縮小したことから地区公民館
や保健センターを会場に実施した．被検者は
第 1回が 356 名（70.7±10.1 歳，男性 78名，
女性 275 名，性別不明 3 名），第 2 回が 230
名（72.1±10.0 歳，男性 57 名，女性 173 名），
第 3 回が 300 名（72.0±7.9 歳，男性 63 名，
女性 236 名，性別不明 1 名），第 4 回が 247
名（69.8±11.3 歳，男性 69 名，女性 178 名）
であった（表 2）．被災者背景は経年毎に変化
し，特に脂質異常症と心疾患は第 3回まで有
意に増加した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本研究では以下の結果が確認された． 
１）研究期間中の被検者の DVT 検出率は年毎
に上昇した（図 1）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）ヒラメ静脈拡張所見は DVT 長期持続に関
わる独立した危険因子であった（図 2）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３）DVT 持続群は消失群や DVT 陰性群と比較
してD-dimer値が有意に高値であった（図3）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４）被検者の脂質異常症有病率は年毎に増加
した（図 4）．このため最終年に prothrombin 
activator inhibitor-1（PAI-1）や脂質 4項
目，HbA1c と NT-proBNP の採血を追加した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その結果，最終年の DVT 陽性群で PAI-1 の
有意な上昇とNT-proBNPの上昇傾向を認めた
（表 3）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
LDL コレステロール（LDL-C）値は問診にて
脂質異常症ありかつ無治療と答えた群で有
意に増加していた（図５）．一方，治療群は
LDL-C が著明に低下しており，スタチン系薬
の内服者が多かったものと推定された．
PAI-1 は治療の有無に関わらず脂質異常症群
で高い傾向を認めた．被災生活による脂質異
常症の増加がアディポネクチンを介した
PAI-1 上昇により血栓化傾向を誘発した可能
性が推定された（図６）． 
 上記解析において DVT 陽性群で NT-proBNP
値の上昇傾向を認めたことから，心エコー検

査の結果について再解析を行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５）DVT 被検者のうち希望者を対象とした心
エコー検査でも，有所見率（弁膜症など）は
経年的に上昇した（図 7）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 先に東日本大震災被災地における心不全
初発例の増加が報告されており，その背景と
して LVEF 保持型心不全（Heart Failure with 
presered Ejection Fraction: HFpEF）の増



加を挙げている（Nakamura A,et al. Journal 
of Cardiology .2013;62:25–30）．本研究で
も増加した心エコーの有所見は軽症所見が
多いことから，被災環境による心不全の顕在
化が指摘される．これらの因子は LUS におけ
る静脈拡張所見に関与した可能性がある． 
 以上より，被災環境が LUS 所見に影響を与
える機序は以下の 2つが考えられた． 
１） DVT 増加 
脂質異常症の経年的増加に伴う易血栓
傾向が DVT の経年的増加に関与した． 

２） ヒラメ静脈の拡張 
被災地におけるHFpEF増加による心不全
の顕在化がヒラメ静脈拡張に関与した． 
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